
        

去
る
十
二
月
五
日
（
日
）
に
六
ツ
美

西
部
学
区
こ
ど
も
の
家
に
て
、
一 

 

筆
啓
上
・
作
左
の
会
主
催
「
第
十
八
回

ふ
る
さ
と
賞
」
の
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

は
落
ち
着
い
て
き
て
い
る
も
の
の
、

本
年
度
も
表
彰
式
は
感
染
防
止
を
徹

底
し
て
、
昨
年
度
と
同
様
に
最
優
秀

賞
受
賞
者
の
み
の
参
加
と
さ
せ
て
頂

き
優
秀
賞
受
賞
者
の
方
は
、
各
小
中

学
校
に
て
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
お

渡
し
し
て
頂
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

本
年
度
も
各
小
中
学
校
の
先
生
、

児
童
・
生
徒
の
ご
協
力
に
よ
り
、
昨
年

か
ら
続
く
大
変
な
時
期
で
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
総
数
一
五
三
〇
人
（
俳

句
一
四
五
三
句
、
短
歌
七
八
六
首
）
の 

        

方
々
か
ら
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
事

業
が
実
施
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る

次
第
で
す
。 

 
表
彰
後
、
岡
崎
市
民
俳
句
会
代
表

幹
事 
中
根
由
起
子
様
、
く
す
の
き
の

会 

石
原
比
朗
志
様
よ
り
俳
句
、
短
歌

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
講
評
並

び
に
次
回
以
降
の
作
品
づ
く
り
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
引
続
き
廣
重
敦

市
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
、
労
い
の
お

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

本
年
度
も
縮
小
し
た
表
彰
式
と
な

り
ま
し
た
が
、
当
日
は
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
来
賓
の
方
々
及
び
表
彰
を
受

け
ら
れ
る
受
賞
者
の
ご
家
族
様
に
ご

出
席
頂
き
盛
況
の
う
ち
に
表
彰
式
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

本
年
度
も
選
者
の
皆
様
、
そ
し
て

選
考
か
ら
表
彰
式
の
運
営
ま
で
、
総

代
様
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

ま
た
、
入
選
作
品
の
作
品
展
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

場
所 

岡
崎
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

六
ツ
美
分
館
・
悠
紀
の
里 

期
間 

十
二
月
七
日
～
二
六
日 

※
引
き
続
き
西
部
学
区
市
民
ホ
ー

ム
に
て
令
和
四
年
一
月
十
一
日

ま
で
展
示
し
て
お
り
ま
す
。 

※
最
優
秀
受
賞
の
皆
さ
ん
の
作
品
は

裏
面
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
作
左
の
会
会
員
の
皆
さ
ま

に
は
、「
第
十
八
回
ふ
る
さ
と
賞
」
の 

冊
子
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
ご

高
覧
く
だ
さ
い
。 

第
一
一0

号 

令
和
三
年 

十
二
月
十
五
日
（
水
）
発
行 

「
第
十
八
回
ふ
る
さ
と
賞
」
表
彰
式
開
催
さ
れ
る 

喜びの最優秀賞受賞の皆さん 表彰式会場風景（参加者を限定） 



◆ 俳句の部（１１句）

 【一般の部】

 　　岡崎市長賞 跡取りはフレンチのシェフ田水張る 岡崎市法性寺町 寺 尾 当 卯

　　 岡崎市教育委員会賞 碧海と呼ばれし里や稲の波 岡崎市北野町 越山 香代子

 【小中学校の部】

第１８回 ふるさと賞　最優秀作品

　　 岡崎市長賞 風鈴が教えてくれる風の声 六ツ美北中３年 谷川 佳乃子

　　 岡崎市議会議長賞 にぎやかな六ツ美音頭で夏が来た 六ツ美北部小６年 松 村 優 花

　 　岡崎市教育委員会賞 青田風部活を決めた帰り道 六ツ美中１年 柴 田 結 衣

　 　岡崎市観光協会賞 つばめの子六ツ美の空に羽ばたいた 六ツ美西部小６年 横 山 陽 向

　　 岡崎市六ツ美商工会賞 初夏の日の水にふるさと映りこむ 六ツ美中部小５年 柴 田 伊 織

　　 中日新聞社賞 黄金のいなほかがやく六ツ美の田 六ツ美南部小６年 足 立 隼 乙

　 　ミクスネットワーク賞 ふるさとの田んぼに浮かぶ夏の月 六ツ美北中３年 平 良 知 優

　　 東海愛知新聞社賞 自転車を漕いで感じる夏の風 六ツ美中３年 橋 本 実 空

　 　学区総代会賞 なのはなの花の数だけゆめいっぱい 六ツ美西部小５年　犬 塚 心 路

◆ 短歌の部（１１首）

 【一般の部】

　　 岡崎市議会議長賞 アルバムを繰る手が止まるセピア色褪せぬ思
い出菜花のジュータン

岡崎市赤渋町 小 林 義 孝

　　 岡崎市観光協会賞 嫁菓子を待つ村の子ら宴席の≪お魚これに≫
真似てはしゃげり

岡崎市福桶町　 大 塚 孝 子

 【小中学校の部】

 　　岡崎市長賞 さわやかな香りさそわれ食べてみたほんのり
甘い法性寺ねぎ

六ツ美西部小６年 市 原 瑠 花

　　 岡崎市議会議長賞 若苗をかがむごとに思い出すみんなで植えて
学ぶお田植え

六ツ美中３年 市 川 陽 花

　　 岡崎市教育委員会賞 悠紀のさと人があつまる夏祭りおもわず僕は
かけあしになる

六ツ美中２年 長谷川 瑛大

　 　岡崎市観光協会賞 さわやかな朝日と風とせみの音くつひも結ん
でラジオ体操

六ツ美北中３年 市川 理架子

　　 岡崎市六ツ美商工会賞 教室の窓から見える新幹線見えたらラッキー
ドクターイエロー

六ツ美中１年 長谷川 瑠珂

　　 中日新聞社賞 夕がたに犬とおでかけしていたらかけっこト
ンボいそいでいたよ

六ツ美西部小６年 川 合 颯 来

　 　ミクスネットワーク賞 散歩中ぴょんと高飛びあまがえる六ツ美の田
んぼもオリンピック

六ツ美北中１年 竹 内 新

　　 東海愛知新聞社賞 帰り道いつもわたしをみてくれるなのはなた
ち明日も会おう

六ツ美中部小６年 江 藤 愛

　 　学区社教委員会賞 鯉探し身を出し覗く占部川ゆらぐ自分に何か
が跳ねた

六ツ美北中３年 山 田 和 希


